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｜
、
同
仁
会
と
先
行
研
究

同
仁
会
は
日
本
の
医
学
・
医
療
を
中
国
お
よ
び
ア
ジ
ア
諸
国
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
九
○
二
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
医
療
事
業

団
体
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
二
月
、
連
合
軍
総
司
令
部
指
令
に
基
づ
く
日
本
政
府
の
「
政
党
・
協
会
・
団
体
結
成
禁
止
令
」
に
よ
る
解
散
ま

で
の
四
十
余
年
間
、
中
国
で
病
院
経
営
・
難
民
救
済
・
文
化
交
流
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
同
会
の
機
関
誌
『
同
仁
』
の
調
査

（
１
）

結
果
は
す
で
に
略
報
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
資
料
の
増
加
で
よ
り
広
範
囲
な
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。

同
仁
会
の
活
動
期
間
は
、
ち
ょ
う
ど
日
本
が
日
清
戦
争
後
か
ら
中
国
へ
の
侵
略
姿
勢
を
強
め
、
さ
ら
に
日
中
全
面
戦
争
が
行
な
わ
れ
た
時

期
に
相
当
す
る
。
日
本
の
大
陸
進
出
に
と
も
な
い
、
日
本
人
医
師
が
中
国
で
開
業
し
、
満
洲
や
台
湾
な
ど
の
日
本
植
民
地
で
病
院
を
建
て
た

り
す
る
な
ど
、
中
国
へ
の
医
療
進
出
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
唯
一
、
同
仁
会
は
日
本
に
よ
る
近
代
医
学
・
医
療
の
普
及
を
か
か
げ
、

中
国
全
土
で
活
動
し
た
団
体
だ
っ
た
・
蘆
溝
橋
事
件
以
前
は
直
轄
病
院
の
運
営
が
中
心
、
以
後
は
診
療
と
防
疫
班
の
派
遣
を
主
と
し
た
の
で
、

活
動
は
こ
の
時
期
を
境
に
前
期
と
後
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
こ
の
前
期
を
扱
う
。

は
じ
め
に

近
代
日
本
の
対
中
医
療
・
文
化
活
動

ｌ
同
仁
会
研
究
（
一
）
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近
年
、
近
代
日
本
の
中
国
進
出
に
関
す
る
研
究
が
各
分
野
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
医
学
領
域
で
の
研
究
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え

ず
、
近
代
文
化
交
流
史
や
植
民
地
史
で
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
ま
し
て
同
仁
会
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
は
少
な
い
。

（
？
】
）

た
と
え
ば
黄
福
慶
『
近
代
日
本
在
華
文
化
及
社
会
事
業
的
研
究
」
は
一
章
を
設
け
て
同
仁
会
に
言
及
し
、
結
論
部
で
は
日
本
政
府
と
民
間

人
の
強
力
な
支
持
と
援
助
の
も
と
、
同
仁
会
が
「
時
勢
と
軍
隊
」
に
順
応
し
た
と
評
す
る
。
す
な
わ
ち
日
本
の
中
国
侵
略
政
策
に
協
力
し
つ

つ
、
中
国
で
の
医
療
活
動
を
展
開
し
た
と
否
定
的
に
み
る
。
そ
の
一
方
、
同
仁
会
の
医
療
防
疫
事
業
と
出
版
物
は
中
国
人
の
医
薬
衛
生
知
識

の
進
歩
を
碑
益
し
た
、
と
プ
ラ
ス
面
の
影
響
を
認
め
る
。
先
行
研
究
中
で
同
仁
会
の
全
貌
を
唯
一
詳
し
く
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
活
動
概

況
を
知
る
た
め
に
は
有
用
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

同
仁
会
が
東
京
で
開
設
し
た
「
同
仁
医
薬
学
校
」
に
つ
い
て
は
、
細
野
浩
二
「
所
謂
「
支
那
保
全
」
論
と
渭
国
留
日
学
生
教
育
の
様
態
ｌ

（
３
）

同
仁
会
・
東
京
同
仁
医
薬
学
校
を
例
に
し
て
」
が
あ
る
。
同
校
の
経
緯
を
紹
介
し
、
「
支
那
保
全
」
論
的
行
動
を
反
面
教
師
と
し
て
培
わ
れ
た

中
国
留
日
学
生
の
批
判
意
識
が
、
同
校
を
閉
鎖
に
追
い
込
ん
だ
と
分
析
。
さ
ら
に
同
仁
会
は
日
本
政
府
の
帝
国
主
義
的
な
東
ア
ジ
ア
侵
略
政

策
を
積
極
的
に
肯
定
し
、
そ
れ
を
自
己
の
存
立
の
い
わ
ば
保
証
要
件
と
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

（
４
）

中
山
茂
「
日
中
科
学
技
術
史
に
お
け
る
国
際
関
係
」
は
、
同
仁
会
が
欧
米
の
文
化
事
業
に
対
す
る
日
本
の
対
抗
策
だ
っ
た
と
し
、
欧
米
宣

教
師
と
拮
抗
す
る
見
る
べ
き
仕
事
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
一
九
二
○
年
代
以
降
、
侵
略
的
性
格
を
強
め
た
と
判
断
す
る
。

研
究
論
文
で
は
な
い
が
、
同
仁
会
の
後
期
の
活
動
を
記
録
し
、
ま
た
そ
の
時
期
の
細
菌
戦
へ
の
協
力
を
告
発
し
た
害
も
あ
る
。
た
と
え
ば

同
仁
会
の
元
幹
部
・
青
木
義
男
に
よ
る
「
同
仁
会
診
療
防
疫
班
」
は
蘆
溝
橋
事
件
後
、
同
仁
会
診
療
防
疫
班
の
活
動
お
よ
び
漢
口
治
療
防

（
５
）

疫
班
防
疫
部
長
と
し
て
同
地
に
お
け
る
活
動
を
記
録
す
る
。
彼
は
軍
へ
の
協
力
を
否
定
で
き
な
い
と
い
う
一
方
、
中
国
人
に
対
す
る
診
療
と

（
６
）
（
７
）

近
代
医
学
普
及
上
の
貢
献
を
強
調
す
る
。
他
方
、
高
杉
晋
吾
『
七
三
一
部
隊
－
細
菌
戦
の
医
師
を
追
え
」
と
七
三
一
研
究
会
「
細
菌
戦
部
隊
』

は
、
と
も
に
同
仁
会
が
細
菌
作
戦
に
裏
面
協
力
し
た
こ
と
を
元
幹
部
の
証
言
や
資
料
か
ら
推
定
し
、
侵
略
の
手
先
と
見
て
い
る
。
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二
、
問
題
の
所
在
、
お
よ
び
研
究
目
的
と
方
法

以
上
の
よ
う
に
同
仁
会
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
く
部
分
的
で
、
そ
の
評
価
も
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。
し
か
も
同
仁
会
が
近
代
日
中
関
係

に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
侵
略
協
力
が
主
な
の
か
、
そ
れ
と
も
医
学
普
及
が
主
な
の
か
。
あ
る
い
は
欧
米
文
化
事
業
へ
の
対

抗
が
主
な
の
か
。
同
仁
会
の
活
動
に
客
観
的
理
解
を
与
え
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
疑
問
は
解
決
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

た
と
え
ば
最
初
に
掲
げ
た
黄
福
慶
の
研
究
は
、
侵
略
協
力
と
医
学
普
及
の
二
面
性
を
指
摘
す
る
が
、
侵
略
協
力
の
色
彩
が
増
加
す
る
過
程
、

お
よ
び
医
学
・
医
療
普
及
活
動
が
及
ぼ
し
た
影
響
の
い
ず
れ
に
も
論
及
し
な
い
。
中
国
に
お
け
る
欧
米
文
化
事
業
へ
の
対
応
に
も
触
れ
て
い

な
い
。
ほ
か
の
先
行
研
究
も
同
仁
会
の
一
面
を
示
す
が
、
活
動
全
体
の
内
容
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
日
中
関
係
に
お
け
る
同

仁
会
の
役
割
の
解
明
は
、
い
ま
だ
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
同
仁
会
前
期
の
活
動
内
容
を
整
理
し
、
そ
れ
が
日
本

の
大
陸
進
出
過
程
に
お
い
て
担
っ
た
役
割
を
具
体
的
に
分
析
・
考
察
す
る
こ
と
を
研
究
目
的
と
す
る
。
こ
の
試
み
が
同
仁
会
研
究
の
空
白
を

埋
め
、
そ
の
客
観
的
認
識
に
寄
与
で
き
る
な
ら
幸
甚
で
あ
る
。
な
お
同
仁
会
後
期
の
活
動
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

本
稿
は
序
論
・
総
括
を
含
め
全
六
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
で
は
設
立
背
景
、
活
動
の
目
的
と
指
針
、
お
よ
び
人
事
と
運
営
の
状
況
よ
り
、

同
仁
会
の
性
格
を
分
析
す
る
。
第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
は
そ
の
性
格
と
歴
史
背
景
か
ら
推
量
さ
れ
る
同
仁
会
の
各
役
割
を
検
証
す
る
。
す

な
わ
ち
第
二
章
で
は
日
本
政
府
の
中
国
侵
略
と
の
関
係
を
論
じ
、
そ
の
役
割
を
分
析
す
る
。
第
三
章
で
は
欧
米
文
化
事
業
へ
の
対
抗
を
分
析

す
る
。
第
四
章
で
は
日
本
の
近
代
医
療
・
医
学
を
普
及
さ
せ
た
役
割
を
分
析
す
る
。
ま
と
め
で
は
以
上
四
方
面
の
役
割
の
軽
重
よ
り
、
総
括

な
お
本
稿
で
は
同
仁
会
の
出
版
物
を
多
く
資
料
に
利
用
し
た
。
同
仁
会
は
活
動
と
同
時
に
、
み
ず
か
ら
の
歴
史
を
「
同
仁
会
二
十
年
誌
』

「
同
仁
会
三
十
年
史
」
『
同
仁
会
四
十
年
史
」
に
編
蟇
し
て
い
る
。
ま
た
機
関
誌
・
漢
訳
近
代
医
書
等
の
出
版
物
も
多
い
。
そ
れ
ら
自
編
物
の

史
料
性
に
は
偏
向
な
ど
の
問
題
が
十
分
予
見
さ
れ
る
の
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
当
時
の
日
本
・
中
国
の
別
文
献
か
ら
同
仁
会
関
連
の
記
録
も
捜

索
し
、
利
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
抜
粋
引
用
に
お
い
て
、
句
読
点
・
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
漢
字
に
つ
い
て
は
固
有
名
詞
も
含

す
る
。
第
四
章
で
哩

的
な
結
論
を
導
く
。
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一
九
世
紀
の
中
頃
よ
り
欧
米
各
国
の
宣
教
師
は
、
中
国
進
入
勢
力
の
先
駆
と
し
て
布
教
活
動
や
西
洋
医
学
の
普
及
に
力
を
注
い
で
き
た
。

日
清
戦
争
後
こ
う
し
た
対
中
文
化
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
し
か
も
し
ば
し
ば
欧
米
政
府
の
援
助
を
受
け
て
い
た
。
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
は

た
し
た
日
本
は
当
然
こ
れ
を
看
過
で
き
ず
、
と
く
に
近
代
化
の
牽
引
役
を
担
っ
た
医
学
界
が
敏
感
に
反
応
し
た
。
一
九
○
○
年
に
八
国
連
合

軍
が
北
京
に
攻
め
込
ん
だ
と
き
、
日
本
赤
十
字
社
は
欧
米
諸
国
に
劣
ら
な
い
診
療
や
予
防
技
術
を
示
す
た
め
、
各
国
に
先
駆
け
て
病
院
船
を

（
８
）

用
意
し
、
戦
病
傷
者
の
輸
送
に
当
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
欧
米
宣
教
師
の
よ
う
に
、
中
国
各
地
で
診
療
所
や
病
院
を
建
設
し
て
の
医

療
活
動
を
ま
だ
始
め
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ア
ジ
ア
へ
の
医
学
進
出
の
遅
れ
を
批
判
し
、
こ
れ
を
呼
び
か
け
る
声
が
高
ま
っ
た
。
新
聞
『
医

（
９
）

海
時
報
』
の
同
年
九
月
二
九
日
付
は
、
「
文
明
の
誘
導
者
」
と
題
す
る
社
説
で
こ
う
い
う
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）
。

｜
、
率
取
立
の
生
月
呈
皐

日
清
戦
争
後
の
一
九
○
一
声

立
背
景
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

め
て
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
を
用
い
、
そ
れ
以
外
は
正
字
に
し
た
が
っ
た
。
ま
た
筆
者
の
文
章
で
は
人
名
に
敬
称
を
使
用
せ
ず
、
国
名
・

地
名
は
誤
解
の
生
じ
な
い
範
囲
で
現
在
の
通
称
を
用
い
、
日
本
・
中
国
の
年
号
は
一
律
に
西
暦
で
表
記
し
た
。
当
時
の
各
国
通
貨
単
位
は
文

献
に
よ
り
表
記
が
ま
ち
ま
ち
な
の
で
、
あ
き
ら
か
な
日
本
圓
は
円
、
中
国
圓
は
中
国
元
、
ア
メ
リ
カ
ド
ル
は
米
ド
ル
に
統
一
し
て
表
記
し
た

が
、
い
ず
れ
か
判
断
不
能
な
場
合
は
文
献
が
記
す
圓
・
元
の
ま
ま
引
用
し
た
。

凡
そ
一
国
の
文
明
を
開
拓
す
る
に
当
り
て
、
日
進
医
学
の
之
れ
が
誘
発
者
と
な
る
は
独
り
我
邦
の
歴
史
に
の
み
見
る
こ
と
に
あ
ら
ず
、

世
界
到
る
所
此
例
甚
だ
多
し
、
（
中
略
）
…
我
国
が
東
洋
平
和
の
為
め
清
韓
両
国
啓
発
を
云
ふ
は
、
彼
れ
文
明
的
野
心
国
の
類
に
あ
ら
ず
、

Ｉ
同
仁
会
の
性
格

九
○
二
年
六
月
、

日
本
の
対
中
事
業
団
体
中
に
医
療
事
業
団
体
の
同
仁
会
が
新
た
に
設
立
さ
れ
た
。
ま
ず
同
仁
会
の
設
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以
上
は
欧
米
各
国
を
文
明
的
野
心
国
と
け
な
し
、
日
本
の
人
道
主
義
に
よ
り
東
洋
平
和
の
た
め
に
清
韓
を
啓
発
し
、
さ
ら
に
清
国
保
全
の

た
め
に
医
学
者
の
参
入
を
積
極
的
に
提
唱
し
て
い
る
。

「
清
国
保
全
論
」
と
は
、
欧
米
勢
力
の
東
ア
ジ
ア
進
出
に
対
抗
す
る
た
め
の
政
治
論
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
遼
東
半
島
へ
、
イ
ギ
リ
ス
が
山
東

半
島
へ
進
出
す
る
当
時
の
形
勢
下
で
、
日
清
戦
争
に
戦
勝
し
た
日
本
は
三
国
干
渉
を
経
て
、
束
ア
ジ
ア
の
緊
張
状
態
に
対
時
し
て
い
た
。
そ

し
て
小
村
寿
太
郎
・
近
衛
篤
麿
な
ど
が
、
文
化
施
設
に
よ
り
同
文
同
種
の
中
国
と
近
隣
各
国
の
改
革
を
助
け
、
国
民
の
親
善
を
う
な
が
し
、

日
本
と
協
力
し
て
列
強
に
対
抗
す
る
よ
う
唱
え
て
い
た
。
代
表
は
「
東
亜
同
文
会
」
の
初
代
会
長
・
近
衛
篤
麿
の
主
張
で
あ
る
。
一
八
九
八

（
川
）

年
の
東
亜
同
文
会
設
立
に
際
し
、
彼
は
自
派
の
雑
誌
『
中
外
時
論
』
に
こ
う
書
く
。

東
洋
は
東
洋
の
東
洋
な
り
。
東
洋
問
題
を
処
理
す
る
も
の
固
と
東
洋
人
の
責
務
に
属
す
。
清
国
国
勢
衰
え
た
り
と
雌
も
、
幣
は
政
治
に

あ
り
て
民
族
に
非
ず
。
偕
に
与
に
手
を
携
え
て
東
洋
保
全
の
事
に
従
う
こ
と
敢
て
難
し
と
為
さ
ず
。

の
ち
東
亜
同
文
会
は
最
大
の
ア
ジ
ア
主
義
団
体
と
な
る
が
、
前
掲
し
た
中
国
と
韓
国
と
文
化
提
携
を
は
か
る
「
医
海
時
報
」
の
社
説
も
、

じ
つ
は
近
衛
篤
麿
の
「
清
国
保
全
論
」
に
同
調
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

同
仁
会
の
設
立
を
促
し
た
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
中
国
に
お
け
る
日
本
学
習
ブ
ー
ム
だ
っ
た
。
か
っ
て
文
明
先
進
国
だ
っ
た
中
国
は
、
敗

戦
で
日
本
と
の
距
離
を
よ
う
や
く
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
国
家
を
振
興
す
る
に
は
、
い
ち
早
く
西
洋
文
明
を
導
入
し
て
近
代
化
を

略
0

実
に
人
道
の
正
し
き
に
出
つ
る
を
今
更
論
ず
る
迄
も
な
し
、
（
中
略
）
…
然
る
に
我
医
学
社
会
は
今
日
に
至
も
尚
ほ
彼
れ
無
限
広
大
の
開

拓
地
域
あ
る
を
知
ら
ざ
る
が
如
く
し
て
敢
て
自
か
ら
進
む
の
心
な
く
、
国
家
及
び
一
般
の
社
会
も
亦
此
医
学
者
な
る
適
当
の
先
導
者
あ

る
を
忘
れ
て
毫
も
之
れ
を
応
用
す
る
を
見
ず
（
中
略
）
…
目
下
の
国
民
同
盟
会
を
助
け
て
渭
国
保
全
を
唱
道
す
る
が
如
き
、
独
り
国
民
と

し
て
努
む
く
き
の
み
な
ら
ず
日
本
の
医
学
者
と
し
て
後
来
医
学
注
入
の
為
め
に
も
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
作
る
も
の
な
る
べ
し
、
（
以
下



池
達
成
し
た
日
本
の
経
験
に
学
ぶ
べ
き
だ
、
と
の
意
見
が
出
て
き
た
。

こ
の
た
め
一
八
九
六
年
、
情
政
府
は
初
め
て
日
本
に
十
三
名
の
官
費
留
学
生
を
派
遣
す
る
。
一
八
九
八
年
に
は
湖
広
総
督
の
張
之
洞
が
『
勧

学
篇
」
を
発
表
し
、
日
本
留
学
の
必
要
性
と
利
便
性
を
力
説
し
、
こ
れ
を
大
い
に
宣
伝
し
た
。
日
本
留
学
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
と
き
、
少
な

（
Ⅱ
）

か
ら
い
近
代
式
学
校
が
日
本
人
教
師
を
雇
用
し
始
め
、
近
代
知
識
の
教
育
も
始
ま
っ
た
。

日
本
学
習
ブ
ー
ム
で
も
医
学
は
重
要
な
部
門
だ
っ
た
。
原
因
は
や
は
り
日
本
と
中
国
の
近
代
医
学
レ
ベ
ル
の
差
で
あ
る
。

ｊ
明
治
維
新
以
来
、
西
洋
の
近
代
医
学
は
日
本
で
著
し
く
受
容
と
発
展
を
遂
げ
、
近
代
化
の
先
駆
で
も
あ
っ
た
。
一
九
○
○
年
の
統
計
に
よ

９９

（
胆
）

叩
れ
ば
、
病
院
数
は
八
百
六
十
六
、
医
師
数
は
四
万
九
百
二
十
四
名
で
あ
っ
た
。
初
期
は
主
に
ド
イ
ツ
医
学
を
範
と
し
、
ド
イ
ツ
人
教
師
を
雇

号
い
、
ま
た
留
学
生
を
ド
イ
ツ
に
派
遣
し
た
。
一
八
七
九
年
、
初
め
て
東
京
大
学
医
学
部
の
卒
業
生
が
出
て
か
ら
は
次
第
に
優
等
生
を
選
ん
で

４

（
脳
）

鐸
教
授
に
任
じ
、
一
九
○
二
年
か
ら
一
切
の
教
授
は
み
な
日
本
人
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

５認
一
方
、
中
国
に
お
け
る
西
洋
近
代
医
学
の
導
入
は
、
ほ
と
ん
ど
が
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
一
八
九
八
年
の
統
計

（
皿
）

誌
に
よ
れ
ば
、
教
会
の
医
療
施
設
に
は
六
十
一
の
病
院
と
四
十
四
の
診
療
所
し
か
な
い
。
し
か
も
伝
統
医
学
勢
力
は
ま
だ
強
く
、
清
政
府
も
近

雑蓉
代
医
学
の
支
持
や
推
進
を
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
た
め
、
導
入
が
か
な
り
遅
れ
て
い
た
。
そ
し
て
日
清
戦
争
後
に
は
他
の
近
代
科
学
部
門
と

椎
同
様
、
近
代
医
学
で
も
両
国
の
差
が
明
瞭
と
な
り
、
中
国
は
日
本
の
西
洋
医
学
導
入
の
経
験
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。

Ｈ
日
本
へ
の
医
学
留
学
生
の
最
初
は
一
九
○
○
年
だ
っ
た
。
魯
迅
も
一
九
○
二
年
に
来
日
し
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
で
学
ん
だ
初
期
の
医
学

（
陽
）

留
学
生
の
一
人
で
あ
る
。
同
年
に
中
国
で
設
立
さ
れ
た
北
洋
軍
医
学
堂
は
日
本
式
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
、
日
本
の
二
等
軍
医
・
平
賀
精
次
郎

（
肥
）

を
総
教
習
（
教
務
長
）
に
任
用
し
た
の
だ
っ
た
。

中
国
の
日
本
学
習
ブ
ー
ム
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
中
国
へ
の
医
学
進
出
を
急
ご
う
と
す
る
声
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
一

（
Ⅳ
）

九
○
一
年
六
月
一
五
日
付
の
『
医
海
時
報
」
社
説
は
「
医
学
の
輸
出
」
と
題
し
、
こ
う
し
た
影
響
を
如
実
に
現
し
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者

の
補
足
）
。
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（
前
略
）
・
・
頃
者
渭
国
よ
り
帰
来
す
る
も
の
、
北
清
に
在
り
し
と
南
清
に
あ
り
し
を
問
は
す
、
皆
此
（
日
本
を
頼
り
に
す
る
）
傾
向
の
進
渉

著
し
き
に
驚
か
ざ
る
無
く
、
殊
に
北
京
に
於
け
る
皇
族
井
に
大
官
等
が
、
今
回
の
変
動
（
義
和
団
運
動
）
と
共
に
翻
然
と
し
て
勢
を
変
じ
、

悉
く
日
本
熱
に
罹
れ
る
所
、
終
に
其
の
子
弟
を
し
て
俄
に
日
本
語
を
学
ば
し
む
る
が
如
き
は
、
寧
ろ
吾
人
の
予
想
外
と
す
る
迄
の
現
象

と
し
て
驚
か
ざ
る
は
無
し
、
（
中
略
）
…
吾
人
が
夙
に
唱
道
し
来
れ
る
、
支
那
開
発
の
先
導
者
た
る
べ
き
我
医
学
の
輸
出
は
於
是
か
益
々

其
の
急
務
を
見
る
と
共
に
、
此
際
先
づ
第
一
着
手
の
事
業
と
し
て
、
朝
野
の
共
に
壼
痒
せ
ん
こ
と
を
祈
ざ
る
可
ら
ず
。

卯
こ
の
社
説
は
日
本
ブ
ー
ム
が
生
じ
た
の
を
義
和
団
運
動
後
と
判
断
し
て
い
る
が
、
実
際
は
黄
遵
憲
の
「
日
本
国
志
」
が
世
に
問
わ
れ
た
こ

９９

（
鵬
）

ｕ
ろ
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
の
日
本
ブ
ー
ム
は
日
本
の
医
学
進
出
を
促
し
た
一
つ
の
要
因
で
も
あ
っ
た
。

ロ
言４

以
上
の
よ
う
に
同
仁
会
の
誕
生
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
時
勢
と
深
く
連
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
設
立
背
景
は
お
お
む
ね
二
点
に

第港
集
約
で
き
よ
う
。
日
清
戦
争
後
、
欧
米
勢
力
の
拡
張
に
対
抗
す
る
た
め
日
本
で
唱
え
ら
れ
た
「
清
国
保
全
論
」
、
そ
し
て
中
国
に
お
け
る
「
日

４第
本
ブ
ー
ム
」
の
発
生
で
あ
る
。
な
ら
ば
清
国
保
全
論
と
日
本
ブ
ー
ム
に
応
え
て
発
足
し
た
同
仁
会
は
、
何
を
活
動
の
目
的
と
し
て
い
た
の
か
。

七
心蛎

そ
れ
は
本
当
に
「
清
国
の
保
全
」
な
の
か
。
あ
る
い
は
「
日
本
医
学
の
普
及
」
な
の
か
。
同
会
の
性
格
を
知
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
を
検
討

雲
し
て
み
た
い
。

二
、
活
動
の
目
的
と
指
針

同
仁
会
は
設
立
後
、
会
の
活
動
目
的
を
「
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
医
学
、
薬
学
及
び
之
に
付
随
す
る
技
術
を
普
及
し
て
そ
の
民
衆
の
健
康
を

保
護
し
、
病
苦
を
救
済
し
、
併
せ
て
彼
我
の
交
誼
を
敦
う
し
、
東
洋
の
平
和
を
確
保
し
て
以
て
之
を
近
代
文
明
の
域
に
誘
導
せ
ん
」
と
発
表

（
四
）

し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
音
な
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
に
対
す
る
当
時
の
日
本
の
侵
略
的
姿
勢
、
お
よ
び
民
間
に
台
頭
し
た
「
対
清
強
硬
論
」
か

ら
す
る
と
、
疑
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
疑
問
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
同
仁
会
の
設
立
事
情
を
簡
単
に
お
さ
え
て
お
き
た
い
。



回
顧
す
れ
ば
、
明
治
三
十
四
年
中
の
こ
と
で
あ
る
。
予
等
知
友
の
間
に
清
韓
其
他
東
洋
諸
邦
の
生
民
を
し
て
泰
西
医
学
の
恵
徳
に
浴
せ

し
む
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
合
が
時
々
催
ほ
さ
れ
、
遂
に
同
文
医
会
（
東
亜
同
文
医
会
）
と
云
ふ
も
の
が
生
ま
れ
出
で
、
其
年
末
に
傲

文
が
発
表
さ
る
る
に
至
っ
た
（
以
下
略
）
。

９９９１号
以
上
か
ら
す
る
と
、
東
亜
同
文
会
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
医
学
界
の
一
部
が
東
亜
同
文
医
会
を
設
立
し
た
経
緯
が
ほ
の
見
え
よ
う
。
翌
一

銅
九
○
二
年
一
月
一
七
日
に
は
、
北
里
柴
三
郎
・
藤
井
兼
一
・
高
木
友
枝
・
日
高
昂
・
金
杉
英
五
郎
・
細
野
順
・
園
田
宗
義
・
片
山
国
嘉
・
酒

姥
井
栄
次
・
川
上
昌
保
・
永
坂
周
二
な
ど
、
二
十
余
名
が
東
京
・
日
本
橋
の
偕
楽
園
に
集
ま
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
有
志
の
医
師
を
中
国
に
送
り
、

第

中
国
文
化
開
発
の
端
緒
と
す
る
こ
と
を
協
議
し
、
東
亜
同
文
医
会
を
拡
張
し
て
亜
細
亜
医
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
同
意
、
川
上
昌
保
・
藤
井

註
一
四識

兼
一
・
川
上
元
次
郎
の
三
名
に
規
程
草
案
の
起
草
を
托
し
た
。
同
年
三
月
一
七
日
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
開
催
時
に
行
な
わ
れ
た
三
回
目

陸
の
協
議
会
で
は
、
亜
細
亜
医
会
が
同
仁
会
に
再
度
改
名
さ
れ
た
。
同
年
六
月
一
六
日
、
多
面
に
わ
た
る
準
備
を
へ
て
、
同
仁
会
の
設
立
大
会

（
犯
）
（
鋤
）

秤
が
華
族
会
館
に
て
よ
う
や
く
開
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
一
九
○
三
年
二
月
、
財
団
法
人
の
申
請
が
許
可
さ
れ
た
。

同
仁
会
は
役
員
選
挙
の
際
、
片
山
・
岡
田
和
一
郎
な
ど
が
会
長
に
近
衛
を
推
薦
し
、
就
任
を
懇
請
し
た
。
し
か
し
近
衛
は
す
で
に
東
亜
同

文
公
司
の
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
辞
退
し
、
同
公
司
の
副
会
長
だ
っ
た
長
岡
護
美
を
会
長
に
推
薦
、
当
会
を
内
部
か
ら
援
助

550

一
九
○
一
年
の
夏
、
東
亜
同
文
会
の
前
身
で
あ
る
東
亜
同
文
公
司
の
近
衛
篤
麿
・
長
岡
護
美
・
岸
田
吟
香
を
中
心
に
、
医
界
か
ら
片
山
国

（
卯
）

嘉
・
北
里
柴
三
郎
な
ど
が
加
わ
り
東
亜
同
文
医
会
が
組
織
さ
れ
、
有
志
に
徹
を
飛
ば
し
た
。
こ
の
東
亜
同
文
医
会
が
同
仁
会
の
前
身
で
あ
る
。

（
剛
）

設
立
に
加
わ
っ
た
東
大
医
学
部
教
授
の
入
沢
達
吉
は
こ
う
述
懐
し
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）
。

（
劉
）

す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

同
仁
会
の
発
起
人
中
、
岸
田
吟
香
が
東
亜
同
文
会
の
役
員
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
副
会
長
だ
っ
た
長
岡
が
同
仁
会
の
会
長
に
就
任
し
た

こ
と
も
、
東
亜
同
文
会
が
同
仁
会
の
後
ろ
楯
で
あ
っ
た
可
能
性
を
十
分
に
推
測
さ
せ
よ
う
。
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そ
こ
で
、
さ
ら
に
同
仁
会
と
東
亜
同
文
会
の
主
旨
と
綱
領
を
比
較
し
て
み
た
い
。
同
仁
会
の
設
立
に
東
亜
同
文
会
が
深
く
関
与
し
て
い
る

ら
し
い
の
で
、
比
較
・
検
討
に
よ
り
同
仁
会
の
活
動
目
的
と
指
針
を
一
層
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
器
）

一
九
○
四
年
一
○
月
一
○
日
、
以
下
の
同
仁
会
の
主
旨
書
と
綱
領
が
発
表
さ
れ
た
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）
。

綱
領
抑
清
韓
及
び
其
他
東
洋
諸
国
に
我
日
進
医
学
を
注
入
し
、
其
の
人
衆
を
し
て
均
し
く
斯
学
の
恩
沢
に
浴
せ
し
む
。
右
等
諸
国
に
お

け
る
医
事
衛
生
上
一
般
の
改
善
を
助
成
す
。

右
に
関
し
必
要
な
る
一
切
の
方
法
を
討
究
し
且
つ
実
行
を
期
す
。

（
郡
）

こ
の
六
年
前
の
一
八
九
八
年
に
発
表
さ
れ
た
東
亜
同
文
会
の
主
意
害
と
綱
領
は
以
下
の
よ
う
だ
っ
た
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）
。

主
旨
聿
弓
日
清
韓
三
国
の
交
や
久
し
、
文
化
相
通
じ
、
風
教
相
同
じ
、
情
を
以
て
す
れ
ば
唇
歯
の
形
あ
り
、
（
中
略
）
…
な
ん
ぞ
図
ら
ん
、

前
年
昊
天
弔
せ
ず
、
兄
弟
借
に
園
ぎ
、
而
し
て
列
国
隙
に
乗
じ
、
時
局
日
に
難
な
り
。
（
中
略
）
．
：
此
時
に
当
り
て
上
は
即
ち
三
国
政
府
、

公
を
執
り
礼
を
尚
び
益
々
邦
交
を
固
く
す
べ
く
、
下
は
即
ち
三
国
商
民
須
ら
く
信
を
守
り
、
和
を
共
に
し
、
弥
々
隣
宜
を
善
く
す
べ
く
、

三
国
士
大
夫
即
ち
中
流
の
砥
柱
と
な
り
須
ら
く
相
交
は
る
に
誠
を
以
て
し
、
大
道
を
講
明
し
以
て
上
を
扶
け
下
を
律
し
同
じ
く
盛
強
を

綱
領
二
支
那
を
保
全
す
。
二
支
那
及
び
朝
鮮
の
改
善
を
助
成
す
。
三
支
那
及
び
朝
鮮
の
時
事
を
討
究
し
実
行
を
期
す
。
四
国

底
す
可
き
な
り
（
以
下
略
）
。

主
旨
聿
胃
（
前
略
）
…
斯
（
医
）
学
発
達
の
趨
勢
之
を
西
よ
り
東
に
致
せ
し
め
に
因
る
。
唯
幸
に
し
て
此
間
独
り
我
国
の
存
す
る
あ
り
、

夙
に
斯
学
を
吸
収
消
化
し
今
や
東
洋
唯
一
の
代
表
者
と
し
て
雄
を
世
界
の
学
壇
に
競
ふ
に
至
れ
り
。
則
ち
我
国
の
先
づ
弦
に
得
た
る
所

を
取
っ
て
、
彼
友
邦
の
欠
け
た
る
を
救
ふ
は
当
に
東
洋
啓
発
を
以
て
天
職
と
す
る
我
国
の
責
任
に
し
て
、
又
医
学
本
来
の
目
的
に
添
ふ

べ
き
神
聖
な
る
斯
学
者
の
義
務
と
云
ふ
く
し
（
以
下
略
）
。
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以
上
を
検
討
す
る
と
、
東
亜
同
文
会
の
目
的
は
大
ま
か
で
あ
り
、
三
国
の
協
力
で
「
支
那
保
全
」
と
支
那
・
朝
鮮
の
改
善
を
強
調
す
る
だ

け
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
包
括
し
て
い
る
。
一
方
、
同
仁
会
は
目
的
を
医
学
普
及
に
限
定
し
て
お
り
、
あ
た
か
も
医
学
分
野
で
東
亜
同
文
会

の
「
支
那
保
全
」
を
実
践
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
同
仁
会
の
「
綱
領
」
は
東
亜
同
文
会
を
模
倣
し
て
い
る
の
が
読
み
と
れ
、
そ

の
活
動
指
針
を
具
体
化
し
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

帥
と
こ
ろ
で
東
亜
同
文
会
が
活
動
を
始
め
て
ま
も
な
く
近
衛
が
死
去
し
、
会
は
中
国
で
主
に
文
化
教
育
事
業
を
中
心
に
運
営
さ
れ
た
。
そ
の

９９

（
”
）

ｕ
一
方
で
日
本
政
府
へ
の
情
報
蒐
集
と
提
供
機
関
の
側
面
も
あ
っ
た
た
め
、
文
化
侵
略
の
先
兵
だ
っ
た
と
の
見
方
が
あ
る
。
な
ら
ば
東
ア
ジ
ア

喝
の
情
勢
が
い
よ
い
よ
緊
張
を
深
め
る
中
、
同
仁
会
も
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
背
後
に
他
の
目
的
が
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

第港
の
真
の
活
動
目
的
と
指
針
を
探
っ
て
み
た
い
。

４第
さ
て
同
仁
会
の
主
旨
・
綱
領
の
設
定
に
先
立
つ
一
九
○
四
年
八
月
、
長
岡
は
都
合
に
よ
り
会
長
を
辞
任
し
て
い
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

（
鴻
）

蝿
役
員
の
懇
請
で
当
時
政
界
を
離
れ
文
化
活
動
に
尽
力
し
て
い
た
大
隈
重
信
が
会
長
を
引
き
受
け
た
。
一
九
○
六
年
六
月
の
『
同
仁
」
誌
創
刊

（
豹
）

雲
号
で
、
大
隈
の
「
清
国
開
発
の
第
一
義
」
は
こ
う
記
し
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）
。

医本

（
前
略
）
・
・
此
（
日
中
の
医
師
）
共
同
の
働
き
は
直
接
に
同
仁
会
の
利
益
に
し
て
間
接
に
は
日
清
両
国
の
友
誼
の
上
に
大
な
る
力
を
添
へ
て

日

両
国
の
利
益
を
助
長
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
、
而
し
て
間
接
に
於
て
は
列
国
平
和
の
事
業
上
に
対
し
て
も
大
な
る
効
力
が
あ
る
（
以

大
隈
の
い
う
「
日
清
両
国
の
友
誼
」
「
両
国
の
利
益
の
助
長
」
「
列
国
平
和
の
事
業
に
対
す
る
大
な
る
効
力
」
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味

し
た
の
だ
ろ
う
。
九
年
後
の
一
九
一
五
年
四
月
十
七
日
、
同
仁
会
総
裁
を
任
じ
て
い
た
久
邇
宮
が
東
京
・
上
野
精
養
軒
で
開
い
た
地
方
長
官

（
弧
）

招
待
会
に
お
い
て
、
す
で
に
第
二
次
大
隈
内
閣
の
首
相
で
あ
っ
た
重
信
が
演
説
し
、
そ
の
真
意
を
は
か
ら
ず
も
吐
露
し
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は

論
を
喚
起
す
。

下
各
一
。

｜
雨
川
山
咋
目
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一
方
、
彼
が
い
う
「
支
那
と
の
国
際
親
善
」
は
、
直
接
は
日
本
の
国
益
に
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
年
三
月
一
八

（
副
）

日
の
上
海
で
の
反
日
大
会
で
日
貨
不
買
が
決
議
さ
れ
る
や
、
そ
の
動
き
は
中
国
全
土
に
拡
大
し
て
い
た
。
む
ろ
ん
大
隈
が
こ
れ
を
知
ら
な
い

大
隈
が
当
初
の
べ
た
「
日
清
両
国
の
友
誼
」
「
両
国
の
利
益
の
助
長
」
は
、
九
年
後
に
同
仁
会
の
表
看
板
の
一
部
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
す

な
わ
ち
中
国
で
の
活
動
目
的
は
「
支
那
と
の
国
際
親
善
を
厚
く
」
す
る
と
と
も
に
、
「
我
が
国
家
の
支
那
に
対
す
る
政
治
上
外
交
上
経
済
上
な

ど
の
稗
益
を
図
る
」
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
か
く
も
変
質
し
た
の
だ
ろ
う
。

当
演
説
よ
り
少
し
前
の
一
九
一
五
年
一
月
、
大
隈
内
閣
は
欧
米
列
強
が
ョ
ｌ
ロ
ッ
パ
で
戦
争
し
て
い
る
間
隙
を
つ
き
、
中
国
で
の
不
安
定

な
日
本
の
権
益
を
強
め
よ
う
と
企
て
、
露
骨
な
侵
略
的
「
二
十
一
か
条
の
要
求
」
を
中
国
に
つ
き
つ
け
て
い
る
。
し
か
も
第
一
次
世
界
大
戦

が
終
結
す
る
な
ら
、
列
強
の
視
線
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ふ
た
た
び
ア
ジ
ア
に
向
か
う
だ
ろ
う
、
と
大
隈
演
説
は
予
測
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

背
景
が
あ
っ
て
、
欧
米
勢
力
を
牽
制
し
て
「
我
が
国
家
の
支
那
に
対
す
る
政
治
上
外
交
上
経
済
上
な
ど
の
稗
益
を
図
る
」
を
活
動
目
的
、
「
医

学
医
術
を
以
て
彼
の
人
民
の
病
苦
を
救
済
し
以
て
彼
等
を
懐
柔
し
、
彼
我
人
民
の
関
係
を
親
密
な
ら
し
む
る
」
を
活
動
指
針
と
し
た
、
と
読

筆
者
の
補
足
）
。

み
取
れ
よ
う
。

（
前
略
）
…
要
は
支
那
に
対
け
（
マ
マ
）
る
国
民
外
交
の
発
達
を
希
図
し
施
ひ
て
支
那
と
の
国
際
親
善
を
厚
く
し
、
人
道
主
義
を
発
揚
す
る

と
同
時
に
、
我
が
国
家
の
支
那
に
対
す
る
政
治
上
外
交
上
経
済
上
等
の
稗
益
を
謀
ら
ん
と
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
．
：
若
し
夫

れ
平
和
が
克
復
し
、
欧
州
各
国
が
其
常
態
に
復
す
る
の
暁
は
、
（
中
略
）
…
彼
等
の
勢
は
膨
群
と
し
て
巨
浪
の
天
を
打
つ
が
如
く
支
那
に

殺
到
し
来
ら
ん
豈
に
恐
れ
て
朧
れ
ざ
る
べ
け
ん
や
で
あ
る
。
斯
る
形
勢
の
上
に
於
て
、
（
中
略
）
：
・
医
術
医
学
を
以
て
彼
の
人
民
の
病
苦

を
救
済
し
以
て
彼
等
を
懐
柔
し
、
彼
我
人
民
の
関
係
を
親
密
な
ら
し
む
る
同
仁
事
業
の
ご
と
き
は
、
実
に
百
年
の
長
計
に
し
て
又
た
焦

眉
の
急
務
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
以
下
略
）
。
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は
ず
は
な
い
。
こ
う
し
た
中
国
で
の
反
日
運
動
や
日
本
商
品
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
対
し
、
同
仁
会
が
医
療
活
動
で
好
感
と
信
頼
を
与
え
れ
ば
、

反
日
感
情
を
和
ら
げ
、
欧
米
の
影
響
も
払
拭
で
き
る
。
そ
れ
が
日
本
に
「
政
治
上
外
交
上
経
済
上
な
ど
の
」
利
益
を
も
た
ら
す
と
想
定
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
同
仁
会
活
動
の
意
図
に
、
中
国
国
民
の
懐
柔
、
欧
米
勢
力
へ
の
効
果
的
牽
制
が
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
大
隈
の
演
説
は
韓
国
に
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
韓
国
は
当
時
す
で
に
日
本
の
植
民
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
仁
会
も
同
地
で
活

動
し
て
い
た
の
で
、
中
国
の
ケ
ー
ス
は
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
仁
会
の
活
動
目
的
は
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
政
治
上
外
交
上
経
済
上
な
ど
の
稗
益
を
図
る
」
、
活
動
指
針
は
「
そ

れ
ら
の
国
の
国
民
の
病
苦
を
救
済
し
以
て
彼
等
を
懐
柔
し
、
彼
我
人
民
の
関
係
を
親
密
な
ら
し
む
る
」
こ
と
に
変
質
し
て
い
た
。
な
ら
ば
同

仁
会
は
単
に
医
学
・
医
療
の
普
及
を
図
る
平
和
団
体
と
い
え
な
く
な
る
。
日
本
政
府
の
対
ア
ジ
ア
侵
略
政
策
と
の
関
連
か
ら
そ
の
性
格
を
再

検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
同
仁
会
の
人
事
と
運
営
の
面
か
ら
こ
れ
を
考
え
て
み
た
い
。

政
府
の
承
認
を
得
た
正
式
な
団
体
な
ら
役
員
人
事
と
運
営
資
金
の
分
析
か
ら
、
そ
の
性
格
を
あ
る
程
度
は
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
仁

会
は
計
五
代
の
会
長
を
迎
え
て
お
り
、
一
九
一
三
年
一
月
か
ら
二
五
年
二
月
ま
で
代
理
会
長
を
務
め
た
丹
波
敬
三
を
含
む
な
ら
計
六
代
と
も

ま
ず
一
九
三
七
年
の
蘆
溝
橋
事
件
ま
で
各
代
の
主
な
役
員
を
以
下
に
示
す
。
各
代
に
わ
た
る
役
員
は
そ
の
正
職
を
初
出
時
の
み
（
）
内

（
蛇
）

に
補
記
し
、
各
代
途
中
の
人
事
変
動
は
省
略
し
た
。
な
お
東
亜
駐
在
の
在
外
使
臣
を
長
年
勤
め
、
関
東
長
官
に
も
任
じ
ら
れ
た
林
権
助
が
一

九
三
五
年
五
月
か
ら
第
四
代
会
長
に
就
任
し
て
い
る
が
、
役
員
は
若
干
の
変
動
だ
け
の
た
め
割
愛
す
る
。

い
え
る
。

三
、
人
事
し

）
役
員
人
事

人
事
と
運
営



555 '二1本医史学雑誌 帥
理
事
“
佐
藤
進
（
順
天
堂
病
院
長
）
丹
波
敬
三
（
東
大
薬
教
授
）
清
水
彦
五
郎
（
東
大
書
記
官
）
石
川
清
忠
（
不
明
）
山
根
正
次
（
衆
議

９曲
院
善
旱
日
本
生
命
取
締
役
・
日
本
医
学
校
長
）
青
山
胤
通
（
東
大
医
教
授
）
嘉
納
治
五
郎
（
東
哀
局
師
校
長
）
森
田
茂
吉
農
商
務
省
商
工

喝
局
長
）
山
座
円
次
郎
（
＊
外
務
省
政
務
局
長
）

鐸
監
事
輔
永
井
久
一
郎
（
日
本
郵
船
横
浜
支
店
長
）
北
里
柴
三
郎
（
伝
研
所
長
）

５４第
第
二
代
（
一
九
○
四
年
八
月
～
一
九
二
二
年
一
月
）

癖
会
長
岬
大
隈
重
信
（
早
稲
田
大
学
総
長
、
一
九
一
四
年
四
月
～
一
九
一
六
年
一
○
月
は
首
相
）

常
務
理
事
”
岡
田
和
一
郎
○
栗
本
庸
勝
（
内
務
省
衛
生
局
警
察
医
長
四
等
）
園
田
孝
吉

理
事
岬
○
窪
田
静
太
郎
（
内
務
省
衛
生
局
長
）
山
田
烈
盛
（
不
明
）
山
口
秀
高
（
医
学
博
士
）

納
治
五
郎
森
田
茂
吉
山
座
円
次
郎

監
事
￥
水
井
久
一
郎
箕
浦
勝
人
（
＊
大
隈
内
閣
逓
信
大
臣
）

第
三
代
（
一
九
二
五
年
二
月
～
一
九
三
五
年
五
月
）

会
長
恥
内
田
康
哉
（
外
交
官
、
西
園
寺
公
望
内
閣
・
原
内
閣
敬
な
ど
の
外
務
大
臣
）

副
会
長
“
佐
藤
進

常
務
理
事
”
岡
田
和
一
郎
（
東
大
医
教
授
）
吉
田
迂
一
（
退
職
陸
軍
医
）
足
立
忠
八
郎
（
東
京
高
商
教
授
）
園
田
孝
吉
（
十
五
銀
行
頭
取

副
会
長
伽
片
山
国
嘉
（
東
大
医
教
授
）

正
金
・
日
銀
・
帝
国
倉
庫
取
締
役
）

初
代
（
一
九
○
二
年
六
月
～
一
九
○
四
年
八
月
）

会
長
昔
渥
岡
護
美
（
東
亜
同
文
会
副
会
長
）

丹
波
敬
三
清
水
彦
五
郎
山
根
正
次
嘉
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副
会
長
”
入
沢
達
吉
（
東
大
医
教
授
）

専
務
理
事
恥
小
野
徳
一
郎
（
弁
護
士
）

嗜
潅
理
享
印
小
関
槐
一
目
至
九
護
士
」

理
事
叩
五
百
木
良
三
（
「
日
本
及
日
本
人
』
主
幹
）
稲
田
竜
吉
（
東
大
・
九
大
名
誉
教
授
）
秦
豊
助
（
＊
犬
養
内
閣
拓
務
大
臣
）
秦
佐
八
郎
（
慶

大
医
教
授
・
北
研
副
所
長
）
岡
田
和
一
郎
金
杉
英
五
郎
（
貴
族
院
議
員
・
慈
恵
医
大
学
長
）
長
与
又
郎
（
東
大
総
長
）
倉
知
鉄
吉
（
貴
族

院
議
員
、
錦
華
紡
績
・
中
日
実
業
取
締
役
）
町
田
忠
治
（
＊
若
槻
内
閣
農
林
大
臣
）
藤
山
雷
太
（
貴
族
院
議
員
・
藤
山
同
族
社
長
）
児
玉
謙
次

（
正
金
頭
取
）
有
賀
長
文
（
三
井
報
恩
会
評
議
員
）
鈴
木
梅
四
郎
（
共
同
火
災
取
締
役
）

監
事
“
大
橋
新
太
郎
（
貴
族
院
議
員
・
満
鉄
監
事
・
京
城
電
気
社
長
）

以
上
の
役
員
の
正
職
か
ら
す
る
と
、
会
長
は
各
時
期
の
外
交
に
影
響
力
の
あ
る
人
物
、
副
会
長
は
医
学
界
の
重
鎮
、
常
務
理
事
を
含
む
理

事
の
多
く
は
医
学
界
と
経
済
界
の
有
力
者
が
就
任
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
一
定
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
代
か
ら
は
政
府
の
衛
生
部
門
の
官
吏
、

二
十
年
代
の
第
三
代
か
ら
は
大
臣
級
の
官
吏
・
経
済
実
力
者
が
多
数
加
わ
る
傾
向
が
で
て
き
た
。
さ
ら
に
本
稿
が
論
述
す
る
同
仁
会
の
活
動

時
期
を
超
え
る
が
、
一
九
三
九
年
一
○
月
に
近
衛
文
麿
が
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
役
員
に
軍
医
関
係
者
が
増
加
す
る
。

こ
の
よ
う
な
役
員
構
成
か
ら
見
る
と
、
同
仁
会
は
政
府
の
対
外
政
策
に
協
力
す
る
姿
勢
を
最
初
か
ら
備
え
、
か
つ
時
代
と
と
も
に
事
業
家

の
財
力
を
求
め
る
一
方
、
政
府
に
近
づ
い
て
い
く
の
が
分
か
る
。

次
に
運
営
資
金
の
出
自
を
見
て
み
よ
う
。

設
立
当
時
は
も
っ
ぱ
ら
日
本
の
財
界
・
高
官
、
お
よ
び
清
政
府
の
官
僚
な
ど
か
ら
の
募
金
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
日
本
で
は
新
聞
に
広

告
を
出
し
、
会
の
幹
部
は
有
力
者
や
団
体
に
援
助
を
懇
請
、
ま
た
休
暇
を
利
用
し
て
各
地
へ
寄
付
金
の
勧
誘
に
出
か
け
て
い
る
。
国
外
で
は

中
国
の
「
洋
務
運
動
」
「
留
日
活
動
」
の
推
進
者
で
あ
る
劉
坤
一
・
張
之
洞
や
哀
世
凱
な
ど
に
手
紙
を
出
し
、
清
貴
族
の
載
振
貝
子
・
硫
朗
な

の
財
力
を
求
め
る

（
二
）
運
営
資
金

江
口
定
条
（
満
鉄
副
総
裁
）
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（
粥
）

ど
の
来
日
時
に
は
訪
問
や
招
待
し
、
同
会
の
事
業
計
画
を
伝
え
て
協
力
を
求
め
て
い
た
。

一
九
○
四
年
八
月
に
大
隈
重
信
が
会
長
に
就
任
す
る
と
、
同
年
二
月
か
ら
一
九
○
九
年
二
月
ま
で
四
回
に
わ
た
り
早
稲
田
大
学
の
自

（
鋤
）

宅
で
同
仁
会
大
会
を
開
催
し
、
事
業
宣
伝
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
同
会
は
「
財
団
法
人
同
仁
会
規
則
」
を
制
定
し
、
「
本
会
の
目
的
事
業
を
賛

成
し
本
会
に
金
員
を
寄
付
し
た
る
も
の
を
会
員
と
す
」
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
寄
付
者
を
金
額
に
よ
り
、
「
有
功
会
員
」
「
特
別
会
員
」
「
正

（
錨
）
（
湖
）

会
員
」
に
分
け
て
い
る
。
一
九
○
七
年
九
月
に
は
宮
内
省
よ
り
、
昭
和
天
皇
の
賞
金
五
千
円
も
受
け
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
仁
会
の
発
足
し
た
当
時
は
主
に
会
員
の
寄
付
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
設
立
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
に
受
け
た

（
諏
）

寄
付
金
は
百
二
十
八
万
円
に
達
し
、
二
三
年
ま
た
三
十
二
万
円
を
募
集
し
て
い
る
。
一
方
、
事
業
の
発
展
に
つ
れ
、
中
国
本
土
に
大
規
模
な

（
粥
）

病
院
を
建
設
す
る
十
年
計
画
が
一
九
一
八
年
に
立
て
ら
れ
、
そ
の
実
施
に
は
国
庫
補
助
を
申
請
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
一
九
一
八
年

国庫補助金 寄付金 その他 診△三一L
【ゴロ’

1919年 180.000 177,249 64,257 421,506

192()年 220,000 157,345 209,395 586,740

1921年 300,000 130,760 161,693 592,453

1922年 ０
０
０
０
０
０

０
０
５
３

２ 2081284 145,702 603,986

1923年 319,863 45,478 395,341

表21927～'936年年度別経常収入9

国庫補助金 寄付金 その他 "△､言-1-
Fコロ’

1927年 469.000 15,29() 6，431 490,72]

1928年 459,000 3,567 9,558 472,125

1929年 459,000 6,282 10,064 175,346

1930年 447,275 16,092 11,058 474,425

1931年 128.025 106 13,083 441,214

1932年 106,625 30 17,437 424,092

1933年 106,625 248 29,737 436,610

1934年 106,625 583
旬庁r－扁局

｡／’0イイ 444,785

1935年 304,385 201 41,320 345.906

1936年 304,385 10,225 14,636 359,246

か
ら
正
式
に
国
庫
補
助
を
受
け
始

め
、
年
間
十
万
円
か
ら
漸
次
増
額
さ

れ
、
一
九
二
三
年
に
は
合
計
百
万
円

に
達
し
て
い
た
（
表
１
）
。

そ
の
後
、
国
庫
補
助
金
は
寄
付
金

を
大
き
く
上
回
り
、
一
九
三
六
年
ま

で
毎
年
約
三
十
～
四
十
万
円
を
受
け

て
い
る
（
表
２
）
。
そ
れ
と
同
時
に
、

寄
付
金
の
金
額
は
下
落
し
た
。
一
説

に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済

恐
慌
の
頃
か
ら
、
募
金
は
困
難
に
な
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四
、
小
結

以
上
、
同
仁
会
の
性
格
を
把
握
す
る
た
め
、
設
立
背
景
、
活
動
の
目
的
と
指
針
、
お
よ
び
役
員
人
事
と
運
営
資
金
の
状
況
を
分
析
し
て
き

た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
以
下
に
概
括
し
て
お
き
た
い
・

同
仁
会
は
「
清
国
保
全
論
」
の
提
唱
と
中
国
の
日
本
ブ
ー
ム
の
背
景
で
生
ま
れ
、
実
際
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
国
家
利
益
を
確
保
す

る
た
め
の
団
体
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。
こ
の
「
利
益
」
と
は
、
大
隈
の
い
う
「
政
治
上
・
外
交
上
・
経
済
上
の
稗
益
」
に
お
よ
そ
相
違
な

か
ろ
う
。

一
方
、 済南病院 青島病院北京病院 漢口病院

設
立
当
初
こ
そ
民
間
団
体
の
色
彩
を
帯
び
て
は
い
た
が
、
次
第
に
政
府
の
資
金
援
助
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
○
年
代
後

1925年 16(),687140,304 132,85064,508

1926年 165,67598.828 136,597 162,565

1927年 194.867186,59991,744 81,659

1928年 98,384164,976 199,()1478,989

1929年 156,106 116.563 204,06386,367

1930年 134,052 198,437190,61687,988

1931年 273,393 119,17073,606 121,397

（
鋤
）

っ
た
と
い
う
。
要
す
る
に
、
「
明
治
・
大
正
時
代
、
主
と
し
て
会
員
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
動

い
た
同
仁
会
は
、
昭
和
年
代
、
特
に
日
中
戦
争
期
に
入
っ
た
後
、
ほ
と
ん
ど
国
費
に
ょ
っ

（
蛇
）

て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
、
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
表
１
と

表
２
の
「
そ
の
他
」
は
、
預
金
利
子
・
前
年
度
繰
り
越
し
金
・
事
業
収
入
な
ど
を
含
む
。

さ
て
同
仁
会
が
中
国
で
病
院
を
運
営
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
診
療
収
入
も
同
仁
会

の
「
そ
の
他
の
収
入
」
の
一
部
に
計
上
さ
れ
て
く
る
。
額
は
各
病
院
ご
と
に
ま
ち
ま
ち
だ

が
、
一
九
二
五
年
に
運
営
開
始
の
胄
島
病
院
が
比
較
的
多
い
（
表
３
）
。
も
ち
ろ
ん
表
１
と

２
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
「
そ
の
他
の
収
入
」
は
い
ず
れ
も
国
庫
補
助
金
と
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
。
同
仁
会
の
病
院
は
自
給
自
足
の
面
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
国
庫
補
助
、

す
な
わ
ち
日
本
政
府
の
援
助
で
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
資
金
調
達
の

た
め
、
同
仁
会
は
政
府
に
ま
す
ま
す
依
存
す
る
性
格
を
強
め
た
と
い
え
よ
う
。
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半
か
ら
の
日
中
関
係
悪
化
に
つ
れ
政
府
の
関
与
が
顕
著
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
政
府
直
轄
団
体
と
も
い
え
る
状
態
ま
で
変
質
し
た
過
程
も
、
人

事
・
資
金
の
両
面
か
ら
明
ら
か
に
で
き
た
。
こ
う
し
た
同
仁
会
の
性
格
を
結
論
づ
け
る
な
ら
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
権
益
拡
大
を
達
成

す
る
た
め
の
「
対
ア
ジ
ア
利
益
医
療
団
体
」
、
と
い
っ
て
い
い
か
も
知
れ
な
い
。

国
家
間
の
利
益
獲
得
手
段
は
き
わ
め
て
多
方
面
に
わ
た
り
、
強
国
が
弱
国
に
武
力
進
入
す
る
の
は
そ
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
し
武
力

進
入
の
過
程
で
も
相
手
国
民
の
感
情
を
懐
柔
し
、
あ
る
い
は
自
国
軍
の
活
動
を
背
後
か
ら
「
民
間
」
の
形
態
で
支
援
す
る
作
業
は
、
い
う
ま

ｊ
で
も
な
く
軍
事
的
に
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

９９叩
同
仁
会
の
性
格
か
ら
す
る
と
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
役
割
を
担
っ
た
可
能
性
す
ら
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
の

帰
章
で
は
、
同
仁
会
が
日
本
の
蘆
溝
橋
事
件
ま
で
の
中
国
進
出
期
に
い
か
な
る
活
動
を
し
た
の
か
整
理
し
、
そ
の
役
割
を
具
体
的
に
分
析
し
て

鐸
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
３
）
細
野
浩
二
「
所
謂
「
支
那
保
全
』
論
と
渭
国
留
日
学
生
教
育
の
様
態
ｌ
同
仁
会
・
東
京
同
仁
医
薬
学
校
を
例
に
し
て
ｌ
」
『
早
稲
田
大
学
史
紀

要
』
八
、
八
四
～
八
五
頁
、
一
九
七
四
年
。

（
４
）
中
山
茂
「
日
中
科
学
技
術
史
に
お
け
る
国
際
関
係
」
吉
田
忠
・
李
廷
挙
編
『
口
中
文
化
交
流
史
叢
書
（
８
）
科
学
技
術
巻
」
四
七
六
～
四
七

七
頁
、
東
京
・
大
修
館
書
店
、
一
九
九
八
年
。

（
５
）
青
木
義
男
『
同
仁
会
診
療
防
疫
班
』
、
長
崎
・
長
崎
大
学
細
菌
学
教
室
、
一
九
七
五
年
。

（
６
）
高
杉
晋
吾
『
七
三
一
部
隊
－
細
菌
戦
の
医
師
を
追
え
』
第
二
章
「
細
菌
戦
を
支
え
た
民
間
同
仁
会
」
五
四
～
六
三
頁
、
東
京
・
徳
間
書
店
、

引
用
文
献
と
注

（
１
）
丁
蕾
「
同
仁
会
の
機
関
誌
『
同
仁
」
に
つ
い
て
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
十
四
巻
二
号
、
六
四
～
六
五
頁
、
一
九
九
八
年
。

（
２
）
黄
福
慶
『
近
代
日
本
在
華
文
化
及
社
会
事
業
之
研
究
」
六
九
～
二
二
頁
、
三
○
二
～
三
○
四
頁
、
台
北
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、

黄
福
慶
三

一
九
八
二
年
。

細
野
浩
二
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（
型
）
前
掲
文
献
（
別
）
、
三
頁
。

（
お
）
前
掲
文
献
（
別
）
、
五
～
六
頁
。

（
坊
）
前
掲
文
献
（
叩
）
、
四
二
一
～
〔

（
岨
）
『
同
仁
会
四
十
年
史
」
一
言

（
鋤
）
前
掲
文
献
（
四
）
、
六
頁
。

（
釦
）
『
同
仁
会
三
十
年
史
」
序
一

（
犯
）
前
掲
文
献
（
別
）
、
二
頁
。

（
羽
）
前
掲
文
献
（
別
）
、
四
頁
。

（
７
）
七
三
一
研
究
会
編
『
細
菌
雄

（
８
）
前
掲
文
献
（
４
）
、
一
頁
、

（
９
）
「
医
海
時
報
」
三
三
○
号
、

（
叩
）
竹
内
好
「
日
本
と
ア
ジ
ア
」

（
Ⅱ
）
実
藤
恵
秀
「
中
国
人
日
本
智

（
岨
）
厚
生
省
医
務
局
編
「
医
制
百

（
喝
）
富
士
川
海
「
日
本
医
学
史
」

（
Ｍ
）
王
吉
民
・
伍
連
徳
「
中
国
疾

（
脂
）
馬
伯
英
ら
『
中
外
医
学
文
化

（
略
）
前
掲
文
献
（
砺
）
、
四
五
五
一

（
Ⅳ
）
「
医
海
時
報
」
三
六
七
号
二

（
肥
）
李
廷
挙
「
近
代
日
本
科
学
枯

人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

（
岨
）
『
同
仁
会
四
十
年
史
」
二
頁
、

（
岨
）
『
同
仁
会
四
十
年
史
」
二
頁
、
東
京

一
九
八
二
年
。

七
三
一
研
究
会
編
『
細
菌
戦
部
隊
」
二
九
四
～
二
九
七
頁
、
東
京
・
晩
声
社
、
一
九
九
六
年
。

前
掲
文
献
（
４
）
、
一
頁
、
一
九
七
五
年
。

「
医
海
時
報
」
三
三
○
号
、
一
頁
、
東
京
・
医
海
時
報
社
、
一
九
○
○
年
。

竹
内
好
「
日
本
と
ア
ジ
ア
」
四
二
三
頁
、
東
京
・
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
。

実
藤
恵
秀
「
中
国
人
日
本
留
学
史
」
一
五
頁
・
四
一
～
四
二
頁
・
八
八
頁
、
東
京
・
く
る
し
お
出
版
、

厚
生
省
医
務
局
編
「
医
制
百
年
史
』
五
六
五
・
五
七
三
頁
、
東
京
・
ぎ
よ
う
せ
い
、
一
九
七
六
年
。

富
士
川
海
「
日
本
医
学
史
」
七
三
二
～
七
三
三
頁
、
東
京
・
日
新
書
院
、
一
九
四
一
年
。

王
吉
民
・
伍
連
徳
「
中
国
医
史
」
付
録
「
大
事
記
」
、
上
海
、
一
九
三
六
年
。

馬
伯
英
ら
『
中
外
医
学
文
化
交
流
史
」
四
四
七
頁
、
上
海
・
文
雁
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

前
掲
文
献
（
砺
）
、
四
五
五
頁
。

「
医
海
時
報
」
三
六
七
号
一
頁
、
東
京
・
医
海
時
報
社
、
一
九
○
○
年
。

李
廷
挙
「
近
代
日
本
科
学
技
術
対
中
国
的
影
響
」
李
廷
挙
・
吉
田
忠
主
編
『
中
日
文
化
交
流
史
大
系

序
三
頁
、
東
京
．

貝
。
同
文
は
注
（
犯
）
所
引
文
献
『
同
仁
会
二
十
年
誌
」
二
二
～
二
四
頁
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

～
四
二
二
頁
。

・
同
仁
会
、
一
九
四
三
年
。

同
仁
会
、
一
九
三
二
年
。

科
学
巻
」
二
九
二
頁
、
杭
州
・
漸
江

一
九
六
○
年
。



561 日本医史学雑誌第45巻第4号（1999）

へへへへへへへへへへへ

4342414039383736353433
………ー…………ー

（
”
）
前
掲
文
献
（
２
）
、
三
○
二
頁
。

（
詔
）
前
掲
文
献
（
別
）
、
三
五
五
頁
。

（
羽
）
『
同
仁
』
一
号
六
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
○
六
年
。

（
鋤
）
「
同
仁
会
事
業
概
要
」
二
○
～
一
三
頁
、
東
京
・
同
仁
会
。
当
文
献
は
同
仁
会
が
各
界
に
募
金
を
要
請
す
る
際
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
配
布

し
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
こ
こ
に
引
用
し
た
大
隈
の
演
説
文
は
後
半
で
具
体
的
目
標
額
を
あ
げ
て
募
金
を
要
請
し
て
い
る
が
、
当
文
は
他
の
同

仁
会
が
編
刊
し
た
文
献
に
は
み
え
な
い
。
大
隈
が
活
動
意
義
を
赤
裸
々
に
語
っ
て
い
る
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

（
別
）
夏
林
根
ら
「
中
日
関
係
辞
典
」
五
三
二
頁
、
大
連
・
大
連
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

（
犯
）
名
簿
の
第
一
代
、
第
二
代
は
『
同
仁
会
二
十
年
誌
」
（
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
二
五
年
）
一
七
・
七
三
頁
、
第
三
代
は
前
掲
文
献
（
別
）
の
五
二

～
五
三
頁
に
よ
る
。
肩
書
き
は
前
掲
文
献
（
５
）
、
四
～
五
頁
に
よ
る
。
＊
印
を
付
け
た
の
は
「
新
版
日
本
外
交
史
辞
典
」
（
東
京
・
外
務
省
外
交

史
料
館
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
る
。
○
印
を
付
け
た
の
は
『
衛
生
局
年
報
」
二
頁
（
内
務
省
衛
生
局
、
一
九
○
九
年
）
に
よ
る
。

（
詔
）
前
掲
文
献
（
岨
）
、
四
三
頁
。

（
鈍
）
前
掲
文
献
（
別
）
、
四
四
～
四
九
頁
。

（
弱
）
注
（
犯
）
所
引
文
献
、
「
同
仁
会
二
十
年
誌
」
一
九
四
～
一
九
五
頁
。

（
妬
）
前
掲
文
献
（
的
）
、
グ
ラ
ビ
ア
一
頁
「
光
栄
之
こ
に
よ
る
。

（
町
）
前
掲
文
献
（
２
）
、
七
三
頁
。

（
犯
）
前
掲
文
献
（
皿
）
、
二
三
～
二
四
頁
。

（
鋤
）
前
掲
文
献
（
的
）
、
六
七
頁
。

（
柵
）
注
（
蛇
）
所
引
文
献
、
「
同
仁
会
二
十
年
誌
』
一
三
八
頁
の
「
年
度
別
決
算
一
覧
表
」
に
よ
る
。

（
虹
）
前
掲
文
献
（
岨
）
の
付
録
「
収
支
決
算
累
年
比
較
表
」
に
よ
る
。

前
掲
文
献

前
掲
文
献

（
岨
）

（
４
）
、

（
虹
）
、

の
付
録

七
頁
。

二
四
二
頁
の
付
録
「
同
仁
会
医
院
年
度
別
診
療
収
入
表
」
に
よ
る
。

（
茨
城
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
）
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ActivitiesofMedicalTreatmentandCultureCarriedoutbyModern

JapaninChina-AStudyontheDojinAssociation-

bvDINGLei

AftertheQing-JapaneseWarandunderthebackgroundfollowingtheguidelinesof:;Safeguardingthe

QingNation"andof"JapanFever"inChina,theDQ""(同仁)Associationwasfoundedinl902bysome

peopleinthemedicalcircleandbythecadresoftherb"Do6"〃（東亜同文)Association・Theoriginal
purposeofitsactivitieswastopopularizethemodernmedicineandmedicaltherapyofJapanin

neighboringcountriesinabidtopromotepeaceandamicabilitywiththem.PriortotheincidentofLzz
Go"(蘆溝)Bridge,theactivitiesinChinaweremainlyinvolvedi'1culturalandhospitaloperations;after

theincident,theywerechangedtodispatchingdiagnosticandanti-epidemicteamsuntilthesaidAssocia-
tionwasdissolvedinl946.Thispaperwillchieflydealwiththeactivitiesoftheformerperiodofthe

DQﾉ加Association,especiallywiththeevaluationofitsfollowingfunctionsinregardtotheexpansionof

Japaninthecontinent:

First:ThefunctionofassistingJapantomvadeChinawasincreasingdaybyday;

Second:AlthoughthefunctiontoresistthemedicalandculturalactivitiesconductedbyAmerican

andEuropeanrivalswasnotsoobvious,yet,itwaseffectivetosomeextent;

Third:ThepopularizationofmodernmedicineandmedicaltherapyofJapanobtainedgoodresults
butalsosufferedsomefailureduetotheabovementionedfirstpoint.Inotherwords,intermsoftime

andextent,assistingJapantoinvadeChinawasthemostcharacteristicfunctionoftheD〃伽Association.

（
急
臼
）
巾
寸
謡
抑
等
鰕
槌
鑿
朴
田
山
特
工


